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資料５  
検討課題と今後の進め方(案) 

1. 検討課題の抽出 

【検討の方針】 
・ 既存の ETC 車載器を活用したビジネス展開を検討 
・ 事業スキームとして３パターンが想定可能(下表参照) 

【検討課題の整理】 
・ パターン１においては、ETC 業務で取得した情報を他サービスに活用す

る場合に、個人情報保護の観点からの検討が必要 
・ パターン２においては、既存 ETC 車載器から ID を取得する場合に、セ

キュリティ確保にかかる課題を検討した上で、個人情報保護の観点からの

検討が必要 
・ パターン３においては、既存 ETC システムを他のサービスでも利用する

場合に、セキュリティ確保にかかる課題を検討した上で、個人情報保護の

観点からの検討が必要 

 
 

表  課題整理の視点 
設置場所 サービス内容 分     類 
ＥＴＣ 
レーン 

ETC 業務で取得した情報

を活用してサービス提供 
【パターン１】 
・ 物流運行管理    等 

ETC 車載器から ID を取得

してサービス提供 
【パターン２】 
・ 駐車場管理 
・ 料金決済 
・ プローブカー    等 

その他 

システムの活用 【パターン３】 
・ 駐車場管理 
・ 料金決済 
・ コードン課金    等 
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(凡例 )図中の点線内は資料４の民間提案等(以下同じ) 

図  検討課題のイメージ(パターン１) 
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図  検討課題のイメージ(パターン２) 
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図  検討課題のイメージ(パターン３) 
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2. 今後の進め方 

【セキュリティ確保の観点からの検討】 
・ １頁で整理したパターンを前提に、既存の ETC 車載器を活用した場合

のセキュリティ上の課題を抽出整理し、技術的な観点からセキュリティ

確保の上で問題なく対応が可能な範囲を検討 
（※なお、高度なセキュリティ情報を取り扱う必要がある場合には、守秘義

務契約を締結した上で検討を行うこととする。） 
【個人情報保護の観点からの検討】 

・ 上記結果をふまえ、個人情報に相当する情報の有無を確認した上で、

個人情報保護の観点から課題を抽出整理し、法的な観点から問題のない

範囲を検討 
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図  今後の進め方のフロー 


